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研究成果の概要（和文）： 地域在住高齢者の興味ある活動の実施頻度および活動への興味と、身体機能・認知
機能との関連を検討した結果、活動の実施頻度では、二人以上もしくは屋外で行う活動が、身体機能の維持に繋
がること、活動へ興味を持つことは、活動内容の形態を問わず、身体機能の維持に関連すること、日常的に行っ
ている活動についても、身体機能維持に繋がることが示唆された。
 また、地域公民館における趣味の会やサークルなどのサービスは、興味に即したものが比較的多く存在する
が、その定員には限りがあること、高齢者のみを対象としたものが少ないこと、参加には交通手段が必要なこと
など、問題点も見受けられた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study were to consider the activities implementation and
 interest for body function and cognitive function in community-dwelling elderly. Subjects were 
seven hundred eighty-six community-dwelling people aged 65years and more (74.5±5.7 years). The 
activities implementation significantly correlated with body function as grip strength, sit and 
reach, 5-repetition sit-to-stand, timed up and go, and 5-m habitual walk. The activities interest 
significantly correlated with body function as grip strength, sit and reach, 5-repetition 
sit-to-stand, timed up and go, and 5-m habitual walk. No difference was found in cognitive function 
between the activities implementation and interest. 
Although some problems such as little capacity, not for only elderly, and require transportation 
were difficult to participate easily, community service was adapted to the interest of 
community-dwelling elderly.

研究分野： 作業療法学

キーワード： 介護予防　興味ある活動　作業療法　身体・認知機能
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１．研究開始当初の背景 
高齢期において、一定の身体機能を維持し、
一人一人がその人らしい生活を送ることは、
今後の高齢化の進行を考えていく上で重要
である。身体機能の低下を抑制する代表的な
手段として、日常的な身体活動量を確保する
こと、社会的な活動を実施し続けることの重
要性が指摘され、多くの研究が実施されてい
る。この中で、高齢者の活動と身体機能低下
の関連については、家庭内活動、余暇活動、
社会的活動を維持することの重要性が指摘
されている（Buchman et al, 2009; 角田ら, 
2010）。 
しかし、多くの研究は、それぞれの活動の
有無、活動の頻度との関連から検討されたも
のが多い。高齢者においては、加齢に伴い生
活空間が狭小し、興味や関心が次第に狭めら
れ（Cummingm et al,1961）、実際の活動低下
を招く（中村ら,2009）とされていることか
らも、本人にとって興味ある活動（意味のあ
る作業）を実際に行っているか否かが、身
体・認知機能低下に関連する可能性は十分に
考えられるが、興味ある活動（意味のある作
業）とその実施頻度まで踏み込み、身体・認
知機能低下との関連を示した研究はきわめ
て少ない｡ 
よって、興味ある活動（意味のある作業）
の実施頻度と、身体・認知機能との関連につ
いて一般化し得る規模において調査し、地域
在住高齢者が、身体・認知機能を維持し、そ
の人らしく暮らし続けるために、どのような
作業に興味を持ち、実施していくことが必要
かを明らかにすることは、地域高齢者に必要
なコミュニティシステムの構築、支援策を考
えていく上で有意義である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、地域在住高齢者が、一定の身体
機能、認知機能を維持し、一人一人がその人
らしい生活を送るために、日常的に行ってい
る、興味ある活動（意味のある作業）とその
実施頻度と、身体・認知機能との関連を明ら
かにし、地域高齢者が興味深く積極的に参加
することができるコミュニティシステムの
構築、支援策に繋げていくために、興味ある
活動（意味のある作業）とその実施頻度が、
地域高齢者の身体機能および認知機能との
関連を検討することに加え、興味ある活動
（意味のある作業）の実施頻度と、興味ある
活動（意味のある作業）にリンクした地域に
おけるコミュニティサービスの現状を把握
することを目的とする。   
 
３．研究の方法 
 本研究は以下の研究から構成される。 
①地域在住高齢者における、興味ある活動
（意味のある作業）とその実施頻度が、地域
高齢者の身体機能および認知機能との関連
を検討する。（研究１） 
②調査対象地域における、公民館単位で実施

されているコミュニティサービス（趣味の会、
自主サークル）の実施状況について、種類・
頻度を調査し、地域在住高齢者の興味との関
連を検討する。（研究 2） 
研究①について 
1)対象者の選定 
K市およびT市在住の65歳以上高齢者のう

ち、要支援・要介護認定を受けていないもの
を対象とした。K 市においては、住民基本台
帳より年齢・性別に層化し無作為抽出された
65-85 歳の高齢者として研究者らが実施した
2014 年，2015 年度「長寿健診」参加者とし、
T 市においては、市内中学校区の公民館で実
施した 2014 年，2015 年度「健康教室」参加
者を対象とした。対象者は K 市 519 名，T 市
267 名である。 
2)方法 
調査内容は、(1)属性（性別、年齢、同居

家族、教育歴、既往歴）、(2)興味ある活動と
その実施状況；神経精神研究所興味チェック
リスト（1969）に基づき作成された「高齢者
版 興味・関心チェックリスト」を用い、実
施状況については、「高齢者版 興味・関心
チェックリスト」の活動を「屋内で一人で行
う活動、屋内で二人以上で行う活動、屋外で
一人で行う活動、屋外で二人以上で行う活
動」の 4群に分類し、それぞれ、全くしなか
ったから頻繁にした（5－7日）までの 4件法
で聴取した、また、興味ある活動については、
「高齢者版 興味・関心チェックリスト」29
項目について、興味の有無を聴取し、「屋内
で一人で行う活動、屋内で二人以上で行う活
動、屋外で一人で行う活動、屋外で二人以上
で行う活動」に分類、興味ありと回答した総
数を興味ある活動とした。(3) 対象者の日常
的な活動について、PASE（Physical Activity 
Scale for the Elderly）を用い、余暇活動、
家事活動、仕事の 3 要素について実施頻度
を数値化した。 (4)身体機能測定；巧緻性（ペ
グ移動）、下肢筋力（5 回椅子立ち上がり）、
動的バランス（開眼片足立ち）、柔軟性（長
座体前屈）、歩行能力（5ｍ通常歩行,Timed Up 
& Go）を測定した。(5)認知機能検査；K市に
おいては、ファイブ・コグ（矢富らによって
開発された認知機能検査であり、注意、記憶、
視空間認知、言語、思考の 5つの認知機能要
素からなる。日本人の文化的背景を考慮し開
発された認知機能検査）を、T市においては、
教室内での測定であり、時間的な問題から、
ファイブ・コグ内の測定項目の一つである、
時計描画を用い、視空間認知を測定した。時
計描画は、①1-12 までの数字の記載②数字の
順序③数字の配列④長針と短針の記載⑤短
針の位置⑥長身の位置⑦長針と短針のバラ
ンスの 7項目について精査し、1－7点の配点
とした。なお、本研究では、両市の比較を行
うため、認知機能は時計描画を採用した。な
お、ファイブ・コグと時計描画の相関は、
r=.357,p=.000,n=450 である。（pearson の相
関係数） 



3)分析方法 
 興味ある活動およびその実施と身体機
能・認知機能の関連を検討するため、4 群に
分類した興味ある活動と興味ある活動の実
施状況についての回答を中央値を基準に高
低により 2群化、PASE についても中央値を基
準に高低により 2群化し、身体機能、認知機
能について、各群間の平均の差の検定を、年
齢および性別を共変量とした共分散分析を
行った。有意水準は p<.05 とした。 
研究② 
研究①の対象である、K 市、T 市内の公民

館（K 市 3 公民館，T 市 8 公民館）で行われ
ている、全てのコミュニティサービス（趣味
の会、自主サークル）について調査し、その
内容について、種類別に文化的活動、運動的
活動に系統化した。 
 
４．研究成果 
研究① 
１）対象者の属性を表-1に示した。全対象者
の平均年齢は 74.5±5.7 歳、男性 41.5％、女
性 58.5％であった。年齢層は 75-80 歳が最も
多く、全体の 29.8％であった。 
 
 
 
 
 
 
 

 
2)興味ある活動の実施と身体機能・認知機能
の関連 
 興味ある活動の実施状況について、分類し
た「屋内で一人で行う活動、屋内で二人以上
で行う活動、屋外で一人で行う活動、屋外で
二人以上で行う活動」それぞれの実施頻度低
群・高群と身体機能・認知機能の比較を表-2
に示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
分析の結果、屋内で一人で行う活動の実施

は、その頻度に関わらず、身体機能との関連
は認められず、視空間認知のみ活動の実施高
群は低群に比べ有意に良好であった（p<.01）。 
 屋内で二人以上で行う活動の実施におい
ては、実施頻度高群が低群に比べ、5 回椅子
立ち上がり（p<.05）、TUG（p<.05）、5m 通常
歩行（p<.01）において有意に良好であった。 
 また、屋外で一人で行う活動の実施では、
実施頻度高群が低群に比べ、握力（p<.01）、
長座体前屈（p<.001）、TUG（p<.01）、5m通常
歩行（p<.01）において有意に良好であった。 
 屋外で二人以上で行う活動の実施につい
ては、実施頻度高群が低群に比べ、5 回椅子
立ち上がり（p<.01）、TUG（p<.01）、5m 通常
歩行（p<.01）において有意に良好であった。 
 以上より、身体機能の維持、向上を目的と
した場合には、屋外で行う活動、もしくは多
人数で行い、社会的交流に繋がる活動の実施
が関連することが示唆された。また、認知機
能については、屋内で一人で行う活動のみ有
意差が認められたが、テレビを見る、ラジオ
を聴くなど、手軽に実施可能な活動を行うこ
とが少なくなることが、認知機能低下のリス
クに繋がることが示唆された。 
 
2)活動への興味と身体機能・認知機能の関連 
 興味ある活動の実施状況について、分類し
た 4活動および「高齢者版興味チェックリス
ト」の全項目への興味の有無（活動への興味
総得点）をそれぞれ活動への興味低群・高群
とし、身体機能・認知機能との比較した結果
を表-3 に示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
屋内で一人で行う活動への興味は、活動へ



の興味高群が低群に比べ、長座体前屈
(p<.01)、5 回椅子立ち上がり（p<.01）、TUG
（p<.01）、5m 通常歩行（p<.01）において有
意に良好であった。 
 屋内で二人以上で行う活動への興味にお
いては、活動への興味高群が低群に比べ、開
眼片足立ち（p<.01）、5 回椅子立ち上がり
（p<.001）、TUG（p<.001）、5m 通常歩行（p<.01）
において有意に良好であった。 
 また、屋外で一人で行う活動への興味では、
活動への興味高群が低群に比べ、開眼片足立
ち（p<.001）において有意に良好であった。 
 屋外で二人以上で行う活動への興味につ
いては、活動への興味高群が低群に比べ、5
回椅子立ち上がり（p<.05）、TUG（p<.001）、
5m 通常歩行（p<.01）において有意に良好で
あった。 
 活動への興味総得点については、開眼片足
立ち（p<.05）、5回椅子立ち上がり（p<.01）、
TUG（p<.001）、5m 通常歩行（p<.01）におい
て有意に良好であった。 
 以上より、様々な活動に興味を持つことは、
その形態と問わず、身体機能の維持・向上に
関連し、特に、下肢筋力・歩行能力といった、
移動に関連する能力と関連することが示唆
された。このことより、物事の関心や興味が
薄れていくと言われる高齢者において、様々
な興味を持つことができる支援が必要であ
ると考えられる。 
 
3)日常的に実施している活動 PASE と身体機
能・認知機能の関連 
 日常的に実施している活動について、PASE
得点、その下位尺度である余暇活動スコア、
家事活動スコア、仕事活動スコアを、それぞ
れの中央値を用いて高群・低群の 2群に分類
し、身体機能・認知機能を比較した結果を表
-4 に示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
日常的に実施している活動の実施につい

て、実施頻度高群が低群に比べ、握力(p<.01)、
5 回椅子立ち上がり（p<.001）、TUG（p<.01）、
5m 通常歩行（p<.01）において有意に良好で
あった。 
 また、PASE 下位尺度である余暇活動の実施
では、実施頻度高群が低群に比べ、長座体前
屈（p<.01）、5 回椅子立ち上がり（p<.001）、
TUG（p<.01）、5m 通常歩行（p<.01）において
有意に良好であった。 
 家事活動の実施については、実施頻度高群
が低群に比べ、5回椅子立ち上がり（p<.05）、
TUG（p<.05）、5m 通常歩行（p<.01）において
有意に良好であった。 
仕事関連活動の実施については、実施頻度

高群が低群に比べ、握力(p<.05）、5m 通常歩
行（p<.05）において有意に良好であった。 
 以上より、日常的に実施する活動は、その
実施状況が全身の筋力、下肢筋力、歩行能力
といった、身体機能の維持、向上に繋がり、
より活動的な日常生活を送ることが重要で
あることが示唆された。 
 
行う活動のみ有意差が認められたが、テレビ
を見る、ラジオを聴くなど、手軽に実施可能
な活動を行うことが少なくなることが、認知
機能低下のリスクに繋がることが示唆され
た。 
 
研究② 
研究対象となった K市、T市内の公民館（K

市 3公民館，T市 8公民館）で行われている、
全てのコミュニティサービス（趣味の会、自
主サークル）について調査し、その内容につ
いて、種類別に文化的活動（園芸、料理、手
工芸、囲碁、将棋、書道、絵画、パソコンな
ど）、運動的活動（健康体操、グランドゴル
フ、剣道、フラダンス、ヨガ、太極拳、よさ
こいなど）に系統化した（表-5）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



その結果、K 市においては、文科的活動が
3 公民館合わせて 151 教室開催され、運動系
教室が 71 教室であった。各市ともに、公民
館で実施されている教室の内容は開催数は
異なるが、ほぼ同様の内容のものであった。
この中で、高齢者を対象とした教室は運動系
の健康体操 34 教室である。 
T 市においては、文科的活動が 8 公民館合

わせて 248 教室開催され、運動系教室が 128
教室であった。この中で、高齢者を対象とし
た教室は K 市同様に運動系の健康体操 61 教
室である。 
各市とも、健康体操教室以外の教室は、高

齢者のみを対象とせず、地域住民全てを対象
としたものである。それぞれの教室は、対象
人数が 10-20 名程度であり、実際の参加者の
うち半数以上は高齢者であるが、会場まで車
で移動することが可能な参加者がほとんど
である。教室のプログラムは、各市ともに主
催するボランティアに依存していた。  
各市の公民館において、住宅密集地が多く

存在する公民館での稼働率は非常に高く、新
たにプログラムを開始することが困難であ
った。また、各地域で行われている教室内容
は、高齢者の興味に即したものが比較的多く
存在するが、その定員には限りがあること、
高齢者のみを対象としたものでないこと、参
加には交通手段が必要なことなど、問題点も
見受けられた。 
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